
中部フォーラムの取り組み（第6回会議）
(1)日時：令和元年10月30日（水）
(2)場所：静岡県コンベンションアーツセンター
(3)参加者：約380名
(4)テーマ：『インフラメンテナンス時代をサバイブ
する「公響事業」~求められるインフラメンテナンス
センス~』
■開催内容：
 静岡県が主催する「新技術交流イベントin 

Shizuoka 2019」からの呼びかけに対応
→静岡県では「いち（異業種）、に（担い手）、
さん（３Ｄ）、し（新技術導入）」をキーワードに
土木技術に関する企業間マッチング、基調講演、パ
ネルディスカッション（中部Ｆ）を開催
 中部Ｆと静岡県が互いにWin-Winとなれる連携方

法（例えばプラットフォーム等）を模索しながら
過去２年にわたり本イベントに中部Ｆとして参加。
→少なくとも、中部Ｆの広報活動としての効果は

大きいが、民間・手弁当の範囲で、何をどこま
でできるのか？が課題。 中部Ｆによるパネルディスカッション

会場の風景


